
抄 録 (ABSTRACT)

J.JHONCON,F.SAKAIandS.TsuyuMU:Determination

ofNucleotideSequenceofaRegionProducing

MultiplePolygalacturonasesfromErulinlacwo-

tovorasubsp.carotovora ECl,Ann.Phytopath.

Soc.Japan,60,208-215(1994)

ジョージ ジ ョンコン,酒井富久美,露無慎二 :

En〝iniacarotovorasubsp.carotovoraECl樵の複

数のポ リガラクツロナーゼを生産する DNA領域

の核酸塩基配列の決定

1804塩基からなるポリガラクツロナ-ゼの遺伝

子領域の塩基配列を決定 し,その構造と機能につ

いて論 じた｡

K.FUKUl,Y.KAMISUGIandF.SAKAl:PhysICalMap-

pngof5SrDNALocibyDirect-clonedBiotinyl

JatedProbesinBarleyChromosomes,Genome,

37,105-111(1994)

福井希-,神杉泰子,酒井富久美 :ダイレク トク

ローン化ビオチン標識プローブによる大麦染色体

の5SrDNA座の物理的地図

大麦の5SリボソームRNA遺伝子の染色体上の

位置をインサイチュ-ハイブリダイゼーション法

により決定 した｡

黒田宏之,樋口隆昌 :｢樹木分子生物学｣ (樋口隆

昌編),pp.109-140 (分担執筆),文永堂 出版,

(1994)

シキミ酸経路,ジェネラルフェニルプロパイノ

ド経路, リグニン生合成経路などC6-C3化合物の

生合成経路に関する新 しい知見を解説 した｡特に,

これら生合成経路に関与する酵素群および遺伝子

群について,それらの性質,系統発生学的意義,

細胞内分布などを詳述 した｡

S.NAKAMURA and T.HAYASHl:Purification and

propertiesofextraceHularend0-1,4-p-gluca-

nase from suspension-cultured poplar ce‖S,

plantCellPhysiol.,34,1009-1013(1993).

中村信吾,林 隆久 :ポプラ培養細胞から分泌型

エン ト 1,4-β-グルカナーゼの精製と性質

ポプラ細胞の分泌するエンド-1,4-β-グルカナ

ーゼを単一なタンパク標品にまで精製 してその性

質を決定 した｡

S.NAKAMURAandT.HAYASIiI:Occurrenceofend0-

1,4-p -glucanaseinsuspension-Culturedpop-

larcellsduringgrowth.MokuzaiGakkaishi,39:

1056-1061(1993)

中村信吾,林 隆久 :ポプラ培養細胞におけるエ

ン ド-1,4-β-グルカナーゼ活性の存在

ポプラ培養細胞におけるエンド-1,4-β-グルカ

ナーゼ活性を細胞の成長,植物ホルモンとの関係

について調べた｡

T.HAYASHIandC.OHSUMI:End0 -1,4-β一g山canase

in the walls ofaux.In-treated pea stems,in

Genetics,BiochemistryandEcologyofLignocellu-

losedegradation,edsbyK.Shimadaet,aL,Uni

PublishersCo.,Ltd.,Tokyo(1994)

林 隆久,大住千栄子 :オーキシン処理 したエン

ドウの細胞壁中のエン ト l,4-β-グルカナーゼ

エンドウ肱軸にオーキシンをスプレーすると誘

導されるエンド-1,4-β-グルカナーゼについて生

化学的に分析 した｡

S.NAKAMURAandT.HAYASHl:Productionofend0-

1,4-p-glucanaseactivity:Asimplemethodfor

suspension culture of pop一ar ce=S,Biosci.

Biolech.Biochem.,57:193311934(1993)

中村信吾,林 隆久 :エン ド-1,4-β-グルカナー

ゼ生産のためのポプラ細胞培養法について

エンド-1,4-β-グルカナーゼを大量に調製する

ために,ポプラ培養細胞の大量培養法を開発した｡

Y.KATO,H.YAMANOUCHI,K.HINATA,C.OHSUMland

T.HAYASHl:CeHaggregationinsuspension-cul-

tured rice ceHs.Ⅱ.lnvolvementofferulolyト

polysacchrides,PlantPhysiol" 103 :1555-1559
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(1993)

加藤陽治,山内宏昭,日向康吉,大住千栄子,林

隆久 :イネ培養細胞の集塊機構Ⅱ,フ工ルラ酸結

合糖鎖

イネ培養細胞の単細胞化をめざして,集塊機構

を栓討 し,フェルラ酸が関与していることを明ら

かにした｡J

S.C.FRY,W.S.YoRK,P.ALBERSHEIM,A.DARVILL,T.

HAYASIII,J.P.JosELEAU,Y.KATO,E.P.LoRENCES,G.

A.MACLACHLAN,M.McNEIL,A.MoRT,J.S.G.REID,H.

U.SEITZ,R.R.SELVENDRAN,A.G.J.VoRAGENandA.

R.WHITE:An unambiguous nomenclature for

xytogtucan-derived otigosaccharides,Physiol.

Plant.,89:1-3(1993)

スティーブ ･フライ,ウイリアム ･ヨーク,ピー

ター ･アルバ-シェイム,アラン ･ダービル,林

隆久,J･ジョセロ,加藤陽治,E･ローレンス,

ゴードン･マクラケラン,マイケル ･マックネイ

ル,アンドロ ･モー ト,ジョン ･レイド,H･セ

イズ,ロバート･セルベンドラン,A･ボラゲン,

アラン ･ホワイト:キシロベルカンオリゴサッカ

ライドの命名法について

キシロベルカンオリゴサ ッカライ ドの命名法を

決定した｡

C.OHSUMI,T.HAYASHI,K.KuBOTA,andA.KoBAYASHI:

Volatileflavorcomponentsformedinaninters-

pecific hybrid between onion and garlic,J.

Agric,FoodChem.,41:180811810(1993)

大住千栄子,林 隆久,久保田紀久枝,小林彰夫

:オニオンとガーリック種間雑種のフレーバー分

柄

オニオンとガーリックの種間雑種のフレーバー

を分析 したところそれぞれ親植物のもの由来だけ

でなく,新種のフレーバーが形成された｡

T.HAYASHl,C.OHSUMI,Y.KATO,H.YAMANOUCHI,K.

ToRIYAMAandK.HINATA.･Effectsofaminoacid

medium onceHaggregationinsuspension-cul-

turedriceceHs,Biosci.Biotech.Biochem.,58:

256-260(1994)

鍾

林 隆久,大住千栄子,加藤陽治,山ノ内宏昭,

鳥山欽也,日向康吉 :イネ培養細胞の集塊におけ

るアミノ酸培地の効果

イネ培養細胞の集塊を分離させるためにアミノ

酸培地が有効であることが認められた｡

C.OHSUMlandT.HAYASHI:CarbohydrateanalysIS

ofaninterspecifichybrid betweenonionand

gar一ic,Biosci,Biotech.Biochem.,58 :9591960

(1994)

大住千栄子,林 隆久 :オニオンとガーリックの

種間雑種の糖質分析

オニオンとガーリックの種間雑種の糖質を分析

したところ,細胞壁成分に糖鎖のハイブリッドが

生じていた｡

K.BABA,Y.SoNE,A.MISAKlandT.HAYASHI:Local

Hzationofxyloglucan in the marcromolecular

complexcomposedofxyloglucanandceHulose

inpeastems,PlantCellPhysiol･,35:439-444

(1994)

馬場啓一,曽根良昭,三崎 旭,林 隆久 :エン

ドウのキシログルカンとセルロースからなる複合

体中のキシログルカンの局在性

キシログルカンとセルロースからなる複合体を

調製 し,抗体を用いてキシログルカンの局在を検

討 した｡

T.HAYASHI,K.BABAandK.OGAWA:Macromolecul-

Iar complexes of xyloglucan and cellu一ose

obtainedbyannealing,PlantCellPhysiol.,35:

219-223(1994)

林 隆久,馬場啓一,小川宏蔵 :アニーリングに

よって得 られたキシログルカンとセルロースの複

合体

キシログルカンとセルロースを200℃で加熱す

ることにより,両糖鎖が結合 した複合体が形成さ

れることを発見した｡

T.HAYASHlandC.OHSUMl:Endoll,4-p-glucanase

intheceHwalJofstemsofauxin-treatedpea

seedlings,PlantCellPhysiol.,35:419-424(1994)
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林 隆久,大住千栄子 :オーキシン処理によって

エン ドウの細胞壁中に生 じるエン ト1,4-β-グル

カナーゼ

エ ンドウにオーキシン処理することによって誘

導 されるエ ンド-1,4-β-グルカナーゼを精製 し,

そのN末端アミノ酸配列を決定 した｡

林 隆久 :高等植物におけるセルロースの生合成,

化学 と生物,31,633-635(1993)

高等植物におけるセルロースの生合成について

最近の話題を紹介 した｡

林 隆久 :木質細胞壁の生合成 とこれに関与する

酵素の生成 ･制御,木質分子生物学 (樋 口隆昌

編),文永堂出版,pp.87-101(1994)

木質糖鎖の生合成 とこれに関与 している酵素系

の制御機構について概説 した｡

T.HATTORl,J.KAJIHARA,H.SHIRONO,Y.YAMAMOTO

andM.SHIMADA:FormateandOxalate Estersin

Lignln Obtained from Bagasse Degraded by

Lentinusedodes,MokuzaiGakkaishi,39(ll),

1317-1321(1993)

服部武文,梶原淳一,城野浩之,山本佳希,島田

幹夫 :腐朽バガスリグニン中の,ギ酸,シュウ酸

エステル構造

シイタケ菌 (Lentinusedodes(Berk.)sing.)で

腐朽 したバガスから,抗ウイルス活性を持つ水溶

性 リグニ ンを抽 出 し精製 した (以下 WSLC と略

記)0wSLC中の変性 を受けた芳香環部位の化学

構造を検討するため,WSLCをlNNaOH存在以下

24時間室温で加水分解 を行った｡その結果♪-ヒド

ロキシ安息香酸,バニ リン酸,シリンガ酸,p-ク

マール酸,酢酸,ギ酸,シュウ酸の 7種のカルボ

ン酸を得た｡その中で,ギ酸,シュウ酸を除 く他

の酸はバガスの MWLからも得 られたが,ギ酸,

シュウ酸はWSLCからのみ得 られた｡一方この 2

種の酸はWSLCを蒸留水で抽出しただけでは得 ら

れなかった｡この結果は,WSLC中に,ギ酸,シ

ュウ酸エステル構造が存在する事 を示 している｡

又,これらのエステル構造はシイタケ菌による白

色腐朽過程で芳香環開裂反応により生成すると推

走される｡

M.SHIMADA,D.B.MA,Y.AKAMATSU,andT.HATTORl:

AProposedRoleofOxalicAcidinWoodDecay

SystemsofWood-rottigBasidiomycetes,FEMS

Microbiol.Review,13,285-296(1994)

島田幹夫,馬登波,赤松やすみ,服部武文 :木材

腐朽担子菌類の木材腐朽システムにおけるシュウ

酸の役割

リグニンとセルロースの生分解システムにおい

て木材腐朽菌が合成するシュウ酸は,阻害的ある

いは促進的に作用をしている可能性について最近

の研究論文を総合的に考察 した｡

J.KAJIHARA,T.HATTORI,H.SHIRONOandM.SHIMADA:

CharacterizationofAntiviralWater-SolubleLig-

nin from Bagasse Degraded by Lentinus

edodes,Holzforschung,47,479-485(1993)

梶原淳一,服部武文,城野浩之,島田幹夫 :シイ

タケ菌により腐朽 したバガスから得た抗ウイルス

活性 を持つ水溶性 リグニン複合体のキャラクタリ

ゼーション

バガスをシイタケ菌により腐朽 させ,抗ウイル

ス活性 を持つ水溶性 リグニン複合体 (WSLC) を

抽出 し,そのキャラクタリゼーションを行った｡

wsLCは80%の水溶性 リグニン (WSL) を含んで

お り, また20%は糖, 1-2%がタンパ ク質であ

った｡

抗ウイルス活性は,WSL中のカルボキシル基の量

と正の相関があった｡wsL中の芳香環量はMWL

のそれに比べ減少 してお り,シイタケ菌による腐

朽過程でバガスリグニンの芳香環が開裂を受けた

ことが示唆された｡

M.SHIMADA:BiochemicalMechanism forthe

Biodegradation,ofWood.In,"RecentResearchon

Wood and Wood-based Materials" Current

JapaneseMaterialsResearchVol.ll(Eds.,N.SHIR-

AISHI,H.KAJITA,andM.NORIMOTO)EIsevier,p.

207-222(1993)

島田幹夫 :木材の生分解に関る生化学的機構

白色腐朽 と褐色腐朽の生化学的機構について最

1 42 -



抄

近の研究動向について概説した｡

島田幹夫 :白色腐朽菌と褐色腐朽菌の生化学的差

異,木質分子生物学 (樋口隆昌編著)文永堂,p.

207-216(1994)

リグニンとセルロースの生分解,シュウ酸の生

合成と分解をめぐって,白色腐朽菌と褐色腐朽菌

の生化学的差異について解説した｡

T.UMEZAWA,H.KURODA,T.IsoHATA,T.HIGUCHI,and

M.SHIMADA:Enantioselectivelignansynthesisby

cell-freeextractsofFwsgthiakoreana,Biosci.

Biotech.Biochem.,58,230-234(1994)

梅津俊明,黒田宏之,五十幡俊成,樋口隆昌,良

田幹夫 :Forsythiakweanaの無細胞抽出液によ

る工ナンチオ選択的リグナン合成

チ ョウセ ンレンギ ョウの無細胞抽 出液 は,

NADPHと過酸化水素の存在下,[2Hl｡]コニフェ

リルアルコールからの,天然型対掌体である(-)

-セコイソラリシレジノールのエナンチオ選択的

生成を触媒 した｡この選択性は,少なくとも部分

的には, (+)-[2Hl｡]ラリシレジノールの(-)-

[2Hl｡]セコイソラリシレジノールへの立体選択的

還元に依存 していることが示された｡

T.UMEZAWA andM.SHIMADA:Synthesesof(±)-

1ariciresinols,MokuzaiGakkaishi,40, 231-235

(1994)

梅津俊明,島田幹夫 :(±トラリシレジノールの

合成

(±トβ-(4-ベンジロキシー3-メ トキシベンジ

ル)-γ-ブチロラクトンを中間体とする,新 しい

(±ト ラリシレジノールの合成法を確立 した｡こ

のγ-ブチロラクトンの,光学的に純粋な(+トお

よび(-トエナンチオマーの合成はすでに確立さ

れているので,本合成法によって,光学的に純粋

な(+)-および(-)-ラリシレジノールを合成する

ことができる｡

梅津俊明 :リグナン (樋口隆昌編,木質分子生物

学 Ⅲ.2.(5)),文永堂出版,pp.140-145(1994)

リグナン生合成の最近の進歩について,学部及

録

び大学院学生向けに解説 した｡

伊東隆夫 (分担執筆) :木質分子生物学,樋口隆

昌編,文永堂出版,17-28,102-108(1994)

第 1章の植物細胞の構造と機能のうち,細胞骨

檎,原形質膜,細胞壁について解説するとともに

第3章の木質細胞壁の生合成とこれに関与する酵

素の生成 ･制御のなかのセルロースミクロフィブ

リルについて解説した｡

T.ITOH andT.OGAWA:Moleculararchitectureof

thecellwallofpop一arcellsinsuspensioncul-

ture,asrevealedbyrapid-freezlnganddeep-

etchingtechniques,PlantCellPhysiol.34,11871

1196(1993)

伊東隆夫,小川智亮 :急速凍結 ･ディープエッチ

ング法によるポプラけんだく培養細胞の壁の分子

構築

ポプラけんだく培養細胞の一次壁の構成を壁多

糖の抽出前後に急速凍結 ･ディープエ ッチング法

を応用して観察した｡ペクチン分解酵素による処

理後にも壁構成を観察した｡フィブリル間隙はペ

クチンを抽出後に大きくなった｡セルロースミク

ロフィブリル間隙は0.7M KOH 処理により変化が

みられ,4.3M KOH 処理により著 しい変化がみら

れた｡これは,双子葉類ではヘミセルロースの主

製粉であるキシログルカンが細胞壁の三次基的組

立の維持に役割を果たしていることを示唆する｡

T.ITOH andK.D.KANG:Theoccurrenceofcaト

Cium oxalatecrystalsintheceHwa‖Softhe

secondaryphloemofTaxodiaceae,Holzforsch.,

47,465-472(1993)

伊東隆夫,妻 京徳 :スギ科の二次師部細胞壁に

おけるシュウ酸カルシウム結晶の出現

スギ科 6樹種の二次師部の細胞間層に結晶が存

在 した｡結晶は形成層に隣接する未熟師部細胞で

出現 しはじめた｡結晶は通常 リチ ドームには出現

しなかったが,Glyptostrobus,Metasequoia,Tax-

odiumではリチ ドームの最内層にみられることが

あった｡スギで結晶の季節変化を調べたところ,

6月に内樹皮の最も古い層から結晶は消失 した｡
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これは結晶の消失にコルク形成層の活動が関わっ

ていることを示唆する｡エネルギー分散X線解析

ならびに酸処理から結晶はシュウ酸カルシウムか

らなることが証明された｡

伊東隆夫 :植物細胞壁の分子構築一急速凍結 ･デ

ィープエッチング法による立体的観察,化学と生

物,31,724-725(1993)

細胞壁は植物が生活するうえで重要な役割を果

たしており,これまで化学分析により細胞壁の構

成成分について調べ られてきている｡その結果,

セルロース,ヘ ミセルロース,ペクチンについて

の組み合わせのモデル図が提出されているが,確

証はない｡それを可視的に証明するために急速凍

結 ･ディープエ ッチング法がきわめて優れた方法

であることを筆者の研究例をあげながら解説 した｡

伊東隆夫,光谷拓実,布谷知夫 :石川条里遺跡出

土木製品の樹種,長野県埋蔵文化財センター年報

9,財団法人長野県埋蔵文化財センター,73･78

(1992)

長野県長野市篠ノ井塩崎に所在する石川条里遺

跡から弥生から古墳時代に相当する木製品50点が

出土 し,その樹種を同定 した｡使用樹種としては

ヒノキ科,モ ミ科,クヌギ節,クリが多くみられ

た｡クヌギ節の樹種が最 も多 く13点であったが,

そのほとんどが農耕具であったことは特筆される｡

J.SuGIYAMA,H.CHANZYandJ.F.REVOL:OntheceH

wanpolarityinYaloTu'aceHulosePlanta.193,

260-265(1994)

杉山淳司,H.ChanzyandJ.F.Revol:バロニアセ

ルロースの細胞壁極性

バロニア細胞壁中におけるセルロース結晶の三

斜晶成分のa*軸の方位について,Ⅹ線ならびに

電子回折法により検討 した｡その結果,これまで

に知 られている二軸配向性に加えて,a*が常に

細胞の外側を向いていることが判明した｡このこ

とから,セルロースの合成に明確な方向性が存在

し, しかもフィブリル自身はあまりねじれていな

いことが明らかになった｡

M.WADA,J.SuGIYAMAandT.OKANO:Nativecellu-

losesonthebasesoftwophase(tくり暮β)sys-

temI.Appl.Polym.Sci.,49,1491-1496(1993)

和田昌久,杉山淳司,岡野 健 :2相モデル (lα

/lβ)に基づく天然セルロースの分類

X線デイフラク トメ トリーを用いて,天然セル

ロース結晶の2相性 (Ⅰα/Ⅰβ)について調べた｡

起源の異なる12種類の試料から格子面間隔を精密

測定 した｡得られた面間隔のデータを統計処理 し

たところ,調べたセルロース試料は2つのグルー

プに分けることができた｡ 1つは三斜晶リッチの

海藻 ･バクテリア型で,他の一つは単斜晶が優先

的なコットン･ラミー型であった｡

J.SUGIYAMAN.HAYASHIM.WADA,and T.OKANO:

Morphologyand structure ofcrystalline cellu-

1osein"Trichodermareeseicellulasesandother

hydrolases",PirkkoSuominen andTapaniReini-

kainen,FoundationfoをBiotechnicalIndustrialFer-

mentationResearch,8,15-23(1993)

杉山淳司,林 徳子,和田昌久,岡野 健 :結晶

性セルロースの構造

最近のセルロースミクロフィブリル構造に関す

る研究を,特に2相 (Ⅰα/Ⅰβ)モデルに基づいて

総説した｡

N.R.GILKES,D.G.KILBURN,R.C.MILLER,Jr"a A.J.

WARREN,∫.SuGIYAMA,班.CHANZY,andB.HENRISSAT:

Visualization ofthe adsorption ofa bacterial

endo-β-1,4-g山canase and itsisolated ce仙-

lose-bindhgdomaintocrystalrlneCeHulosetnt.

J.Biol.Macromol.15,3471351(1993)

N.R.GILKES,D.G.KrLBURN,R.C.MILLER,Jr"R.A.J.

WARREN,杉山淳司,H.CHANZYandB.HENRISSAT:

バクテリアルセルロースの可視化

endo-β-1,4-glucanaseA とそのセルロース結合

部位のセルロース表面への吸着を,免疫電顕法に

より調べた｡いずれの場合も吸着はミクロフィブ

リルの長さ方向に沿って起こり,特に表面や角の

部分に多 く吸着された｡また結合部位が吸着する

とミクロフィブリル懸濁液の分散性が良くなった｡

これより結合部位は結晶性セルロースの分解の際
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には,基質を分散させる役割を担っていることが

予想された｡

M.WADA,∫.SUGIYAMAandT.OKANO:Themonocli-

nic phase is dominated in wood ceHuLose

MokuzaiGakkaishi,40,50156(1994)

和田昌久,杉山淳司,岡野 健 :木材セルロース

の結晶構造

木材セルロースが三斜晶リッチの海藻 ･バクテ

リア型か,あるいは単斜晶が優先的なコットン ･

ラミー型のいずれに当てはまるかを調べた｡Ⅹ線

デイフラクトメトリーより求めた面間隔をもとに

判別分析を行った｡その結果,木材のセルロース

は単斜晶が優先的なコットン ･ラミー型であるこ

とが判明した｡

M.KuwAHARA:Lignindegradingbasidiomycetes-

ProductionoflignlnOlytic enzymesand utiliza-

tion in pretreatment of Iignocellulose, Mie

Bioforum93,Genetics,BiochemistryandEcology

ofLignocelluloseDegradation,Toba,Abstractpp.

128-129(1993)

桑原正章 :リグニン分解担子菌- リグニン分解酵

素の生産とリグノセルロースの前処理への利用

Phanerochaetechrysosporium や BJ'erkandera

adustaなどの白色腐朽菌は木粉培養において,液

体培養の場合 とは異なったリグニン分解の生産性

を示す｡また,これらの菌であらかじめ処理した

ブナの木粉は,爆砕処理後のセルラーゼ糖化を受

けやすくなることが示された｡

桑原正章 :木材の生分解を担う微生物システムー

リグニン分解の酵素化学と分子生物学,化学と生

物,32,171-180(1993)

リグニン分解は資源の有効利用と地球上の自然

環境における炭素サイクルの両面から重要である｡

リグニン分解の機構は長い間不明であったが,近

年ある種のパーオキシダーゼがリグニンの分解に

関与することを示す実験結果が蓄積されてきてい

る｡これらの酵素をコードする遺伝子の構造につ

いての研究により,リグニン分解性のパーオキシ

ダーゼと非分解性のパーオキシダーゼの相違につ

録

いても明らかになるであろう｡

S.YosIIIDA,T.WATANABEandM.KUwAHARA:Reac-

tionofpolyethyleneglycoI-modifiedlignlnPerO-

xidase in organic slovent,MieBioforum 93,

Genetics,BiochemistryandEcologyofLignocellu-

loseDegradation,Toba,Abstractpp.88-89(1993)

吉田晋-,渡辺隆司,桑原正章 :ポリエチレング

リコールで修飾 されたリグニンパーオキシダーゼ

の有機溶媒中での反応

Phanerochaetechrysosporiumの培養液から分離

･精製したリグニンパーオキシダーゼをMPSSで

修飾 した酵素は,ベンゼン中で3,4,5-トリメ トキ

シベンジルアルコールを酸化 した｡また,活性は

ベラトリルアルコールを基質とした場合よりも高

かった｡

M.KuwAHARA:Productionoflignin-degradingen-

zymesbymushrooms,RecentAdvancesinMyco-

logicalResearch,FirstInternationalSymposiumof

theMycologicalSocietyofJapan,Chiba,Proceed-

ingspp.1-3(1993)

桑原正章 :きのこによるリグニン分解酵素の生産

各種の担子菌によって生産されるリグニン分解

酵素の性質を概説 した｡

A.HIGASHl,H.SAKAl,Y.HoNDA,K.TANAKA,D.MIAO,

T.NAKAMURA,Y.TAGUCHI,T.KoMANO,andM.BAG-

DASARIAN:FunctionaHeaturesoforiVofthebroad

host-range plasmid RSFIOIO inPseudomonas

aeruginosa,Plasmid,31,196-200(1994)

東 明久,酒井 裕,本田与-,田中克典,苗

登明,中村敏昭,田口善智,駒野 徹,ミハエル

バグダサリアン :Pseudomonasaeruginosaにお

ける広宿主域プラスミドRSFIOIOの DNA複製開

始領域の機能特性

プラスミドRSFIOIOは,ほとんどのグラム陰性

菌と一部のグラム陽性菌を宿主とすることが可能

な広宿主プラスミドである.Pseudomonasaerugi-

nosa内におけるDNA プライミングシステムの作

用機構を分子 レベルで明らかにするために,種々

のキメラオリジンの複製開始活性を解析 したとこ
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ろ,ssiBと同じDNA鎖上に少なくとも一つのssi

シグナルがあれば,複製可能であることが明らか

になったoまた,P.aeruginosa内でもRSFIOIO自

身がコー ドする3つの Rep蛋白質が複製に必要で

あった｡この結果は,P.aeruginosa内では,2つ

の DNA鎖の複製が非対象的なメカニズムで行わ

れていることを示 している｡

K.TANAKA,K.KINO,Y.TAGUCHl,D.MIAO,Y.HoNDA,

H.SAKAI,T.KoMANOandM.BAGDASARIAN:Function-

al difference between the two oppositery

oriented pnmlngSlgnalsessentialforthein'ltia-

tionofthe broad host-range pJasmid RSFIOIO

DNA replication,Nucl.AcidsRes.,22, 767-772

(1994)

田中克典,木野孝一-,田口善智,苗 登明,本田

与一,酒井 裕,駒野 徹, ミハエル バグダサ

リアン :広宿主域プラスミドRSFIOIOの DNA複

製開始に必須な2つのプライミングシグナルの機

能的差異

広宿主域プラスミドRSFIOIOの 2つの ∫∫fシグ

ナルのうち,一方を欠失した組換え複製オリジン

の E.coli内での活性 を解析 した結果,正常 な

DNA複製は行われずに,特異的な一本鎖 DNA を

蓄積 しながら,二量体として低コピー数で複製す

ることが明らかとなった｡面白いことに,Cnllb-

p9のSog (supressorofdnaG)プライマーゼ存在

下では,このような異常な複製は解消された｡こ

うした結果は,ssiA及びssiBの代わりに PASや

Gsiteなどの他のレプリコン由来のプライミング

シグナルを挿入 した組換え複製オリジンでも同様

に観察された｡また,これら一連の解析の結果か

ら,RSFIOIOのE.coli内での複製開始においては,

iteronから遠ざかる方向のDNA鎖のプライミング

を指令することが,他方の DNA鎖のプライミン

グより重要であることが明らかとなった｡

T.IwATA,K.OKAMURA,J.AzuMA,H.CIIANZYandF.

TANAKA:Singlecrystalsofreg10-SeJectivelysub-

stituted ceHulose heter o -esters,Cellulose,l,

67-76(1994)

岩田忠久,岡村圭造,束 順一,HenriChanzy,

田中文男 :位置選択的に異なった置換基を有する

セルロースへテロエステルの単結晶

位置選択的に異なった置換基を有するセルロー

スへテロエステルである,セルロースプロピオネ

ー トジアセテー ト (CPDA, 2,3-di-0-acety1-6-0-

propionylcellulose),セルロースアセテー トジプ

ロピオネー ト (CADP, 6-0-acetyl12,3-di-0-prop-

ionylcellulose),セルロースプチレートジアセテー

ト (CBDA,2,3ldi-0-acetyト6-0-butyrylcellulose)

お よびセル ロースアセテ ー トジブチ レー ト

(CADB,610-acety1-2,3ldil0-butyrylcellulose) の

ラメラ状単結晶を,ジベンジルエーテルとn-f ト

ラデカンの混合溶液中,高温条件下で調製した｡

cpDA の単結晶は菱形をしてお り,一方 cADP,

CBDA,CADBの単結晶はリボン状をしていた｡

CPDAの単結晶は高解像度の電子線回折像を与え,

そのパターンからa*-0.807mm｣,b*-0.400nm

llぉよぴ γ*-90 0の逆格子パラメーターが決定さ

れた｡また,直交する二つの軸,a*とb*に沿っ

た奇数次の回折の消滅が認められた｡これらから,

CPDA の回折パ ターンは Pggの対称性を示すこと

がわかった｡CADPの電子線回折像はリボン軸に

沿ったb軸を特異軸とするPmgの空間群を示 した｡

そのパターンはa*-0.902nm~1,b*-0.651mm~

1ぉよぴ γ*-90 0の逆格子パラメータを与えた｡

cBDA の電子線回折像 は a*-0.482~1, b*-

0.659mm~1ぉよぴ γ*-900と pgg対称の逆格子パ

ラメーターを,cADBの電子線回折像 は a*-

0.834nmLl, b*-0.645nm~1ぉよぴ γ*-90 0と

pmg対称の逆格子パラメーターを与えた｡

M.INOUE,M.NoRIMOTO,M.TANAHASHI,R.M.RowELL:

Steam orHeatFixationofCompressed Wood,

WoodandFiberSci.,25,224-235(1993)

井上雅文,則元 京,棚橋光彦,ロジャー ･ロー

ウェル :水蒸気処理および熱処理による圧縮木材

の永久固定

水蒸気処理および熱処理によって,木材の横圧

縮変形の永久固定 を試みた｡熱処理の場合,

180℃では20時間,200℃では5時間,水蒸気処理

の場合,180℃では8分間,200℃では 1分間処理

した試験片で, 2時間煮沸後 も変形は回復 しなか

- 46-



抄

った｡また,処理による材色変化,強度的性質の

変化についても調べた｡

M.INOUE,S.OGATA,S.KAWAI,R.M.RowELL,M.

NoRIMOTO:FixationofCompressedWood Using

Melamine-formaldehydeResin,WoodandFiber

Sci.,25(4),4041410(1993)

井上雅文,尾形重行,川井秀一,ロジャー ･ロー

ウェル,則元 京 :メラミン樹脂初期縮合物含浸

硬化処理による圧縮木材の永久固定

メラミン樹脂初期縮合物水溶液を木材中に含浸

し,繊維と直角方向に圧縮すると同時に加熱によ

って樹脂の硬化反応を行った｡水溶液濃度約15%

以上の処理で圧縮変形はほほ完全に固定された｡

変形の回復抑制効果は,木材細胞壁に付与される

寸法安定効果と相関が高いことを示した｡

N.MoRSING,M.INOUE,T.MoROOKA:Compressionof

BeechExposedto HighSteam Pressure,Pro-

ceedingfrom COST 508.Wood Mechanicswork-

shop,Ireland,(1993)

ニールス ･モージング,井上雅文,師岡淳郎 :ブ

ナ材の高温高圧水蒸気下での圧縮変形挙動

油圧プレスを内蔵 した耐圧容器を用い,120℃

-200℃の飽和水蒸気下でブナ材を圧縮大変形 し

た際のクリープおよび応力緩和挙動を測定 し,水

蒸気処理による横圧縮変形の永久固定と関連して

考察した｡

則元 京 :木材の圧縮大変形,木材学会誌,39

(8),867-874(1993)

木材の軟化,圧縮大変形, ドライングセットの

現象や機構,さらに,圧縮大変形の永久固定技術

などについての最近の研究成果を概説した｡

撞 広傑,則元 京,S.Deku:木材一吸着水系の

誘電緩和時間分布,林業科学,29(3),277-276

(1993)

Fuoss-KirkwoodおよびFerryの理論を適用 して,

木材-水系の誘電緩和時間の分布について考察 し

た｡

鍾

H.YANO,M.NoRIMOTO,andR.M.RowELL:Stabiliza-

tionofAcousticalPropertiesofWoodenMusical

InstrumentsbyAcetylation,WoodandFiberSci.,

25(4),395-403(1993)

矢野浩之,則元京,ロジャーロウェル :木製楽器

音響特性のアセチル化による安定化

木材の音響的性質は,湿度変化によって影響を

受けるので,木製楽器製作者は,吸湿による木材

の寸法変化をできるだけ少なくしなければならな

い｡アセチル化は,細胞壁の含水率を減少させ,

それによって,湿度変動による木材の音響的性質

や寸法変化を安定化させる｡アセチル化によって,

音速は,約 5%減少するが,同時に内部摩擦は減

少 し,木材の音響変換効率を減少させることなく,

音響的性質を安定化できる｡

劉 -星,則元 京,師岡淳郎 :木材の横圧縮大

変形 (第 1報),応力一歪図と比重,木材学会誌,

39(10),1140-1145(1993)

17種の広葉樹材について,放射方向の圧縮試験

を,20℃ ･気乾,20℃ ･飽水,100℃ ･飽水の 3

条件で行った｡樹種あるいは測定条件によって,

応力 (6)-ひずみ(E)曲線は,異なったが, 2つ

のパラメーターCおよびKを含む次式で表現でき

た｡

e≦Ey q -Ee

e>ey 6/Oy-1+Cled/[Ed-(e-6

y/E)-1l

ed-1-K(P/Ps)

ここに,qy, Ey,E, P,Psは,それぞれ降伏

応力,降伏ひずみ,ヤング率,木材の比重,細胞

壁の比重である｡edは,細胞内こうが消失する時

のひずみを,パラメーターKは,大変形領域にお

けるポアソン比に関係する｡パラメーターCは,

降伏後の応力上昇の度合いを示す｡ Cは,細胞壁

の粘弾性変化に影響されなかったが,Kは,木材

の比重の増加とともに低下した｡

亀山典利,矢野浩之,湊 和也,則元 京 :ホル

マール化処理木材の誘電特性と寸法安定性の関係,

木材学会誌,40(4),399-406(1994)

シトカスプルース (PiceasitchensisCarr.)材木
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口試験を,テ トラオキサンをホルムアルデヒド源

に,二酸化イオウを触媒に用いて,120℃で22時

間ホルマール化処理 した｡テ トラオキサンの量を

変化させて,種々の処理程度のホルマール化処理

材を調製し,処理による繊維方向の誘電特性,木

口面の寸法安定性の変化について,無触媒のアセ

チル化処理材と比較 しながら検討した｡

メチロール基の誘電緩和強度は,重量増加率の増

大に伴いコントロール材の60%まで減少 した｡こ

れは,アセチル化処理で得 られた減少量の%程度

であった｡緩和時間の分布は,重量増加率の増大

と共に広がった｡メチロール基配向のための見か

けの活性化エネルギーは,重量増加率の増大に伴

っ て 増 加 し, 最 大 で コ ン トロ ー ル材 よ り

1.5kcal/mole程度高い値を示 した｡ホルマール化

処理材の寸法安定性は,緩和強度が0.7を下回る

辺 りから急に増大した｡また,ホルマール化処理

材 とアセチル化処理材における,緩和強度と抗膨

潤能の関係から,ホルマール化処理ではアセチル

化処理より少ないメチロール基の置換で高い寸法

安定性が得 られることがわかった｡

則元 京 :木材と住環境,新素材開発のモデルと

しての木材,化学と工業,47(6),747-749(1994)

木材の住環境材料 としての特性について紹介 し

た｡

R.YASUDA,K.MINATOandM.NoRIMOTO:Chemical

modification of wood by nonformaldehyde

cross一日nkingreagents,WoodSci.andTechnolリ

28,209-218(1994)

安田理恵,湊 和也,則元 京 :非ホルムアルデ

ヒド架橋剤による木材の化学修飾

木材と非ホルムアルデヒド架橋剤,グリオキザ

ール,グルタルアルデヒド,DMDHEU との間の

反応の特徴 を,水分吸着および曲げクリープによ

って研究 した｡非ホルムアルデヒド処理により,

水分吸着量およびクリープ量は,無処理木材に比

べて減少 したが,それは,架橋構造の形成に基づ

くものと考えられた｡ しかし,この架橋構造は,

過酷なリーチングに対 して,安定ではなかった｡

M.NoRIMOTOandJ.GRIL:StructureandProperties

ofChemicaHyTreatedWoods,Currenりapanese

MaterialsResearchVol.ll,RecentResearchon

WoodandWood-basedMaterials(N.Shiraishi.H.

KajitaandM.Norimoto,eds.),EIsevierAppliedSci-

ence,pp.135-154(1993)

則元 京,ジョセフ グリル :化学処理木材の構

造と物性

化学処理木材を,細胞壁および細胞内こうの構

造変化を示すモデルを用いて分類 した｡化学処理

による木材の寸法安定性を,水分変化 と力の同時

作用に基づいて考察した｡また,典型的な化学処

理について,構造と静的な力学的性質,音響的性

質,粘弾性的性質などの物性 との関係について考

察した｡

則元 京 :マイクロ波による木材等の軟化,乾燥,

樹脂の硬化 ･化学加工,マイクロ波加熱技術集成

(越島哲夫編),NTS,pp.196-228:248-251(1994)

マイクロ波加熱による木材の乾燥,曲げ加工な

どの軟化を応用 した加工,化学加工について解説

した｡

野村隆哉 :感性的所与を生み出せる場,グルーパ

ル ･マインド,2,33-38(1993)

地球環境大学設立のための基礎理念と環境科学

の新しい研究動向を紹介してある｡

野村隆哉 :生物環境とス トレス (Ⅰ)植物につい

て,グルーパル ･マインド,4,10-16(1993)

地球上の生物の全てが環境のス トレスに深 く関

わって生きていることを4回のシリーズで紹介す

るが,ここでは主にタケを中心として植物と環境

のストレスの関係を述べてある｡

野村隆哉 :モウソウチク (Phyllostachysheter-

ocgcla(carr.)MlTFORD)の成長,実生による組織

構 造 の経 年 変化,BambooJournal,1l, 54-62

(1993)

実生モウソウテクを用い,組織構造の変化を経

年的に観察し,以下の結果を得た｡維管束の形態

を竹梓内部の接線応力と関連付けて,外皮層側か
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ら半径方向に向かって圧縮片 (A),中立軸型 (B)

および引張型 (C)の 3タイプに分類すると,莱

生 1, 2年生 (竹稗直径1.3mm)の竹稗ではB, 3

年生 (5mm)で BおよびCに近いタイプ, 5年生

(6mm)以後では,すべてのタイプが観察され,

竹稗径 と維管束の形態分化とは関連性があること

が明らかとなった｡維管束鞘を含めた維管束径お

よび網紋道管径の経年変化は直接的に増大 し,成

竹では 1年生に比べてそれぞれ6.7倍,4.4倍 とな

った｡厚壁繊維の繊維長は 1年生で平均 1mm,成

竹で1.87mmとな り,後者は前者の2倍弱 となる｡

これら機械組織の経年変化が著 しいのに比べ,莱

細胞の経年変化は, 1年生と成竹を比較 しても,

ほとんど変化がないのが特徴的である｡また,成

竹の髄腔壁 を構成する細胞組織は 1, 2年生では

観察されず, 3年生から現われるが,その形態は

柔細胞 とは著 しく異なり,平均体積は柔細胞の約

5分の 1で,その出現が維管束の形態分化の時期

と一致 した｡

井出 勇,石原茂久,樋口尚登,西川昌信 :耐火

性炭素複合材料の開発 (第 3報),グラファイ ト

･フェノール ･ホルムアルデヒド樹脂熱硬化性頼

粒体 (GPS)を積層 したパーティクルボー ド構成

素材の熱分解,木材学会誌,39,1449･1457(1993)

炭素材料積層木質複合材料の耐火性能を把握す

るために,構成素材の熱分解挙動と耐熱性を明ら

かにする必要がある｡

ここでは,グラファイト･フェノール ･ホルム

アルデヒド樹脂熱硬化性頼粒体 (GPS)を積層 し

たパーティクルボー ド構成素材の示差熱分析 ･熱

重量測定,焼成温度 と熱分解発生ガス量の測定お

よび炭化残連の元素分析等を行い,熱分解に伴 う

諸性質の変化を明らかにし,構成素材の耐火性能

について検討 した｡

得られた結果は次の通 りである｡

空気気流下における熱重量測定の結果,ラワン

(S),不融化 フェノール ･ホルムアルデヒド樹脂

(pF),天然鱗片状黒鉛 (cG)およびGPSの酸化

熱分解は,それぞれ略460℃,540℃,875℃およ

び875℃で終了することが認められた｡一方,窒

素気流下での上記温度では終了せず,1,000℃まで

鍾

行った熱重量測定における重量残存量はそれぞれ,

24.6%,52.4%,93.6%および81.3%であった｡

素材の元素組成に占める炭素含有率がラワンに

比べて高い PF,GPSおよびCGの焼成後の残存重

量は大きく,その耐熱性 も高いことが判明した｡

井出 勇,石原茂久,樋口尚登,西川昌信,青山

千代美 :耐火性炭素複合材料の開発 (第 4軸),

炭素積層木質材料の規格燃焼試験結果 とその素材

の熱分解挙動 との関係,木材保存,20,10-19

(1994)

炭素積層木質材料の耐火 ･難燃焼性能を把握す

るために,積層する炭素材料の耐火性能及び積層

されたボー ドの燃焼挙動及び炭化の経緯を明らか

にする必要がある｡ここでは,グラファイ ト･フ

ェノール ･ホルムアルデヒド樹脂熱硬化性頼粒体

(Graphitepheno1-formaldehedespheres(GPS)) の

比重,厚さ,フェノール ･ホルムアルデヒド樹脂

(pF樹脂)比が異なるGPSボー ドの火炎貫通試験

及びGPS積層パーティクルボー ドや GPSボー ド

を400-1400℃まで燃焼 した時の炭化挙動並びに

JISA1321に準拠 した難燃性試験 を行い耐火性能

との関係について検討 した｡

pE樹脂比の異なる厚 さ3mmの GPSボー ドの火

炎貫通試験においては,PF樹脂比10-20%では

比重0.9以上のボー ドは2時間以上の耐火炎貫通

性 能 を もち,厚 さ 3mm以上,比重 1.0-1.6の

GPS40Aボー ドに2時間以上の耐火炎貫通性能が

認められた｡

酸素を遮断 した条件下,GPS積層,無積層パー

ティクルボード,ラワン及びGPSボー ドを段階的

に400-1400℃まで熱処理 した時,無積層パーテ

ィクルボード及びGPSボー ドには変形が見られな

いが GPS積層パーティクルボー ドはGPS層に比

べて炭化収縮の大きなパーティクル層側に湾曲し,

そのボー ドの収縮及び湾曲は焼成炭化温度の上昇

に従って大きくなることが判明した｡

GPS積層及び無積層パーティクルボー ド並びに

GPSボー ドのJISA1321に準拠 した難燃性試験に

おいて,パーティクルボー ドは試験開始後間もな

く発火,燃焼 し,その排気温度及び発煙係数の急

上昇を招 くが,GPS積層パーティクルボー ドの発
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火開始時間は積層法により変化が認められた｡発

煙係数はパーティクルボー ドのそれの 3-34%を

示 し,パーティクルボード及びGPS積層パーティ

クルボー ドはともに残炎が認められた｡またGPS

ボードには,試験の終了まで発火が認められず,

さらに発煙係数及び残炎時間はともに零であった｡

井出 勇,石原茂久,樋口尚登,西川昌信 :竹炭

からの機能性炭素複合材料素材の開発とその応用,

材料,43,152-157(1994)

木材など有機質材料を熟変換によって炭素素材

とする場合,炭素化の過程で重要な示唆を与える

焼成炭化温度に着目し,成長期間が短 く,温帯か

ら熱帯に広 く分布 し,有機質資源として今後重要

性を増すと考えられる竹類の炭素材料素材化を図

るためモウソウテク粉末 (pp)を段階的に1400℃

まで焼成 し,得られた焼成炭化物 (BC)の性能変

化並びにBCとフェノール ･ホルムアルデヒド樹

脂 (pF)の性能変化並びにBCとフェノール ･ホ

ルムアルデヒド樹脂 (pF)によって熱硬化性炭素

願粒体 (CPS)を調製 した｡CPSによって複合ボ

ー ドを調製,そのボードの難燃 ･耐火性能と電磁

波遮へい性能を測定 し,高機能性炭素複合材料 と

しての可能性を検討 した｡

PPとBCの熱分解挙動,燃焼挙動,元素組成,

化学構造等は昇温過程の400-600℃近傍において

特徴ある変化をみせ,木材のそれとは若干異なる

挙動,変化を示 した｡これは竹類に共通 して多量

に存在するK,Si,Naなどの金属元素と多孔性に

よる拡散の影響によるものと判断された｡CPSボ

ー ドでは,焼成温度800℃以上のBCによって調製

されたそれに難燃 ･耐火性能,導電性,電気波遮

へい性に優れた特性が認められた｡BCの特性変

化温度域 とCPSのそれのずれは接着剤 として PF

の存在が影響 しているものと考えられるが,これ

については今後の課題として残された｡このよう

にモウソウテクの焼成炭化物が,800℃以上で焼

成することによって木質 ･炭素複合材料素材とし

て数々の優れた特性を現わすことが確認でき,先

端材料等を目的とした炭素資源として竹類が極め

て有望であるとも検証できた｡

井出 勇,石原茂久,川井秀一,吉田弥寿郎,中

路 誠,山田 誠,樋口尚登,高松淳久 :耐火性

炭素複合材料の開発,(第5幸B),グラファイ ト･

フェノール ･ホルムアルデヒド樹脂熱硬化性挿粒

体 (GPS)で積層 したパーティクルボー ド,およ

びその積層ボー ドで構成 した二重壁,並びに防火

戸の耐火性能,木材学会誌,40,631-639(1994)

炭素材料積層木複合材料の実用化には,莫大寸

法と実用に準じた仕様での耐火性能を明らかにす

る必要がある｡

ここでは,グラファイ ト･フェノール ･ホルム

アルデヒド樹脂熱硬化性頼粒体 (GPS)をフェイ

ス材料としたパーティクルボードを調製 し,厚さ

とGPS積層重量比が異なるそれを製作 し,また積

層ボードにより構成 した二重壁や実用に準 じた仕

様の防火戸を製作 し,耐火性能に与える影響につ

いて検討 した｡

厚さの異なるGPS積層パーティクルボー ドの

JISA1304に準拠 した耐火性能は,ボー ドの厚さ

の増加とともに向上した｡厚さ40mmのGPS積層重

量比の異なるパーティクルボードの耐火性能は,

積層重量比に関係なく80分以上を示 し,裏面温度

260℃到達後のボードにいずれも燃え抜けがなく,

1時間耐火の面材料としての可能性が認められた｡

GPS積層パーティクルボー ド2枚により構成 し

た厚さ60mmの二重壁のJISA1304に準拠 した耐火

試験において, 2枚の積層ボー ドは,それぞれ単

体ボードと同様な温度上昇を示 し,その耐火性能

は93分であった｡

2枚の積層ボー ドで構成 した仕様の異なる,厚

さ70mmおよび60mmの莫大防火戸 3体のJISA1304

に準拠 した耐火性能は,それぞれ90,96および70

分を示 し,裏面温度が260℃到達後の防火戸裏面

に損傷は見られなかった｡3体の防火戸は,木質

系甲種防火戸 (片開き戸)への実用の可能性が認

められた｡

石原茂久 :木材は研究すればするほどふ しぎな素

材だ,日本の資源を生 して,農林水産業はすてき

な仕事⑤,文研出版 (啓林館事業部),32-35 199

(1994)

木材の特性 とそれを利用した新 しい材料開発の
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動向を小学生高学年向きに解説した｡

石原茂久 :火と木材,木材活用事典,(木材活用

事典編集委員会),産業調査会,87-91(1994)

木材の燃焼,大炎下における木材の性状,挙動,

木材の耐火性能について解説した｡

H.KAJITAandY.IMAMURA:ChemicallyModified

Particleboards,in"RecentResearchonWoodand

Wood-basedMaterials"(N.Shiraishi,H.Kajitaand

M.Norimoto,ed.),p.67-74,EIsevierAppliedScien-

ce,London,1993

梶田 黙,今村祐嗣 :化学修飾パーティクルボー

ド

素材について開発されてきたアセチル化やフェ

ノール樹脂処理という化学修飾の手法を,パーテ

ィクルボードやファイバーボードに適用し,機械

的性能や寸法安定性あるいは生物劣化抵抗性を向

上させる試みが行われている｡これらの化学修飾

きれた木質ボードの製造や性能について論述した｡

Y.IMAMURA:EstimationoftheFungalResistance

ofWoodCompositesforStructuralUse,"Recent

ResearchonWoodandWood-basedMaterials"(N.

Shiraishi,H.KajitaandM.Norimoto,ed.),p.75-84,

EIsevierAppliedScience,London,1993

今村祐嗣 :構造材料としての木質ボー ドの腐朽菌

に対する抵抗性

パーティクルボードやフレークボードという木

質ボードは,腐朽菌に侵されると,わずかな重量

減少でかなり大きな強度低下を引き起こす｡この

ため,重量減少率のみを指標値にして劣化抵抗性

を評価するのは適切ではない｡曲げクリープと腐

朽菌の作用を複合させた試験法を木質ボードに適

用 し,腐朽による強度性能の変化の挙動を明らか

にした｡腐朽の初期段階において曲げたわみが急

速に増大したが,これは腐朽菌がボードを構成す

る木質エレメントの表面に侵入し,接着劣化を引

き起こしたためと考えられた｡腐朽菌の攻撃を受

けた際のパーティクルボードの強度性能の変化を,

ボード製造条件,保存処理の有無とタイプ,ある

いは作用した腐朽菌の種類と関連させて検討した｡

録

また,IsEM によるボード破壊面の観察から腐朽菌

の侵入による接着層の劣化のようすを明らかにし,

その防止策にらいて,より抵抗性の高い接着剤の

選択,あるいは保存薬剤の接着剤への混入法の立

場から考察を加えた｡

T.FUJIMURA,∫.Y.RYu,Y.IMAMURA,T.FURUNOandS.

JoDAI:tmPrOVementOftheDurabilityofWoodby

AcryJIHigh-PolymerVl.Biologicalresistanceof

acrylic-copoJymertreatedwood,MokuzaiGak-

kaishi,39,104211048(1993)

藤村 庄,柳 在潤,今村祐嗣,古野 毅,城代

進 :アクリル系ハイポリマーによる木材の高耐久

化 (第 7報),アクリルコポリマー処理 した木材

の生物劣化抵抗性

架橋することにより木材中で巨大高分子化する

OH基を含むアクリル系コポリマーによる複合化

木材について,その生物劣化抵抗性を検討した｡

白色腐朽菌であるカワラタケによる重量減少は架

橋密度の増加と共に著しく減少し,50を越えると

重量減少は認められなかった｡一方,褐色腐朽菌

であるオオウズラタケの場合,架橋密度と重量減

少の問に直接的な相関関係は認められなかった｡

バルキング劾果の上昇は,褐色腐朽菌に対する抵

抗性の向上に寄与したが,白色腐朽菌による場合

は,その挙動が2つのグループに区別された｡未

架橋の OH基を多く含む複合化木材では,バイキ

ング効果の増加と共に急激な重量減少が少なくな

り,その値が1.5を越えると重量減少は認められ

なかった｡一方,OH基含量が少ないコポリマー

で処理された複合化木材では,バルキング効果は

重量減少に殆ど影響せず,いずれの場合において

も低い値を与えた｡OH基の少ないコポリマーや

架橋密度の高いコポリマーで処理された複合化木

材では,細胞内艦に存在するポリマーでも,劣化

抵抗性の向上に寄与することが明らかとな り,

SEM観察もこの結果を支持 した｡

T.FUJIMURA,T.FURUNO,Y.IMAMURAandS.JoDAl:

Improvementofthe Durability ofWood by

Acryl-High-PolymerⅦ.Measurementofpolym-

eradsorptionontowoodbypleZOelectricquartz
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crystal,MokuzaiGakkaishi,40,36143(1994)

藤村 庄,吉野 毅,今村祐嗣,城代 進 :アク

リル系ハイポリマーによる木材の高耐久化 (第 8

幸B),水晶振動子法による木材へのポリマー吸着

量の測定

木質材料中へのポリマー吸着挙動を明らかにす

るため,水晶振動子表面に精製 したポリエチレン

シー トを用いて木材を固定 し,溶媒中で発振可能

な回路を組み込んだ水晶振動子の共振周波数のシ

フ トを測定 した｡共振周波数は溶液の密度,粘度

あるいは細胞壁近傍のポリマー溶液などの影響を

受けるので,補正式を作成することでアセ トン溶

液中のアクリル系コポリマーの木材中への吸着を

検討 した｡測定 した周波数シフト量に,この補正

式を適用することでポリマー吸着量の算定が可能

となり,この方法により木材への飽和吸着量を求

めたところ,17-40mg/gであった｡

藤村 庄,柳 在潤,井上守正,今村祐嗣,古野

毅,城代 進 :アクリルコポリマー処理 した木材

の生物劣化抵抗性 (第 2報),安定化剤の抵抗性

向上に及ぼす影響,木材保存,20,72-80(1994)

合成樹脂安定剤としてジブチルチンジラウレー

ト (DBT-DL) を含むアクリルコポリマーによる

複合化木材の褐色腐朽菌,白色腐朽菌及びシロア

リ食害に対する抵抗性について検討 し,さらにこ

の複合体の安全性についても併せて検討した｡

DBT-DLは微量でも木材中に存在すると,オオ

ウズラタケやイエシロアリに対する抵抗性に大き

く寄与 した｡ しかしカワラタケに対 してはその腐

朽防止効果は相対的に小さく,腐朽を完全に阻止

するためには木材 1g当り4.994mg以上を要した｡

B.SuBIYANTO.S.YUsuF,Y.IMAMURA,S.FusHIKl,T.

SA打O and T.KATUZAWA:Properties-Enhanced

AlbizziaParticleboardsbyIncorporatingFungI-

cideandlnsecticjdeintheGlue,TheInter.Res.

Group on Wood Preserv" Document No.

IRG/WP/94-30060(1994)

B.スビヤント,S.ユスフ,今村祐嗣,伏木活行,

斎藤隆信,勝沢善永 :保存薬剤の接着剤中への混

入処理によるアルビジア ･パーティクルボー ドの

耐久性の向上

熱帯産の早生造林樹種であるアルビジアを原料

とし,接着剤中に防腐剤と防虫剤を混入して保存

処理パーティクルボードを製造し,これら処理ボ

ードの機械的,物理的性質ならびに生物劣化に対

する抵抗性を検討 した｡保存薬剤の混入処理によ

って,ボードの曲げ強度やはく離強度は影響を受

けなかった｡実験室的な評価試験の結果では,ク

ロルピリホス,ジクロフェンチオン,プロペタン

ホスをa.i.として0.35kg/m3含有するボー ドはイ

エシロアリの食害を受けなかった｡防腐剤と防虫

剤の混合薬剤を混入 した場合,実験に用いた処理

レベルでは腐朽菌の攻撃を抑えることはできなか

ったが,IF-1000を1.0kg/m3以上含むボードでは劣

化抵抗性が達成できる見通 しを得た｡

今村祐嗣 :木材の劣化現象診断への AEの応用,

APAST,No.9,12-16(1993)

アコーステック ･エミッション (AE)を応用し

て,木材の初期腐朽あるいはシロアリの木材食害

活動を検出する新 しい手法について概観 した｡木

材はわずかな重量減少を示す初期段階の腐朽であ

っても,曲げあるいは部分圧縮の荷重をかけると,

きわめて低い応力レベルで AEを発生 した｡また,

シロアリが木材を摂食することによってもAEは

発生 し,その頻度は食害の程度に対応 しているこ

とから,AEモニタリングは非破壊的に摂食活動

を検出しうる手段になり得ることを示した｡

今村祐嗣 :大型木質構造に用いられる集成材の防

腐処理,ウッド･プロ,No.22,19-25(1993)

大型木質構造に用いられる集成材,とくに木造

橋を中心にして腐れの発生の特徴を述べ,その防

止策について トータルエンジニアリングの立場か

ら論述 した｡

T.HATA:Heatflow in particle matand prop-

erties ofparticLeboard understeam-1nJeCtion

pressing,WoodResearch,80(ll),1-47(1993)

畑 俊充 :蒸気噴射プレス法におけるパーティク

ルマット内の熱流動とボー ドの材質

蒸気噴射プレス法の最適製造条件を求め,この
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技術を厚物の木質ボー ドに適用するために行った

研究成果を以下の章にわけてまとめた｡

Chapter1:Thetemperaturebehaviorinparticle

matsduringhotpresslngandsteam-1njectionpres-

sing;

Chapter2:Theeffectofparticlegeometryonthe

temperaturebehaviorinparticlematandonthe

gaspermeabilitiesintheparticleboard;

Chapter3:Theeffectsofinjectiontimeandtiming,

andparticlegeometryontheboardproperties,and

thetrialofshorteningthepresscyclewithsteam-

injectionpressing.

畑 俊充 :蒸気噴射プレス法,木材工業,49(1),

2-7(1994)

蒸気噴射プレス法は,水蒸気を使ってボー ドを

短時間で製造する方法である｡これまでこの方法

に関して様々な研究が行われ,特許が提案されて

いる｡日本においても将来蒸気噴射プレスの必要

性が増え,ボー ド工場においてもこのプレスが導

入されると思われる｡

畑 俊充 :北米のボー ド事情,APAST,12,21123

(1994)

1993年11月 2日-12日の11日間,北米において

調査を行ったOSBに関する実態を説明した｡また,

今後の木質ボード産業の方向性を示 した｡

高橋旨象 :褐色腐朽菌の生物学,木材保存,19,

No.4,143-153(1993)

木造建築物の害菌 として重要な褐色腐朽菌の分

類 ･分布 ･生態ならびに腐朽機構に関連する生化

学的特性を白色腐朽菌と比較 しながら解説 した｡

M.TAKAHASHI:Wood-Preservmg Techniquesto

Prevent Biodeterioration,Recent Research on

WoodandWood-basedMaterials(N.SHIRAISHl,H.

KAJITAandM.NoRIMOTO,eds.),EIsevierAppliedSci-

ence,pp.223-240(1993)

高橋旨象 :木材の生物劣化防止技術

木材保存薬剤,木材の薬剤処理法,シロアリ防

除処理法,化学修飾及び複合化による木材の高耐

鍾

久化等の研究開発の現状 と展望について概説 した｡

M.ToKORO,M.TAKAHASHIandR.YAMAOKA:(Z,E,E)

-dodecatrien-1-ol:A minorcomponentoftrail

pheromoneoftermiteCoptptermesrormosanus

Shiraki,J.ChemicalEcology,20,199-215(1994)

所 雅彦,高橋 旨象,山岡亮平 :(Z,E,Eト ドデ

カ トリエン- 1-オール :イエシロアリ道 しるべ

フェロモンの副成分

イエシロアリ道 しるべフェロモン中に存在する

副成分を単離 し,それが (Z,E,Eト ドデカ トリエ

ン- 1-オールであること,この成分は同科のヤ

マ トシロアリ道 しるべフェロモン中には存在 しな

い種特異的なものであることを初めて明らかにし

た｡

S.YUsUF,Y.IMAMURA,M.TAKAHASHIandK.MINATO:

BiologlCal Resistance of Aldehyde-Treated

Wood,TheInt.Res.GrouponWoodPT･eSerV.,

DocumentNo:IRG/WP/94-40018(1994)

スレイマ ン ･エスフ,今村祐嗣,高橋 旨象,演

和也 :アルデヒ ド処理木材の生物劣化抵抗性

グリオキサール,グルタールアルデヒド,ある

いはジメチロールジヒ ドロキシエチ レン尿素

(DMDHEU)など非ホルムアルデヒド系の架橋剤

によって処理された木材の生物劣化抵抗性を検討

した｡20(T)×20(R)×10(L)mmのスギとブナの辺

材に室温下で5-25%の架橋剤の溶液を減圧注入 し,

最大状態まで膨潤するまで 1週間それぞれの溶液

中に浸けた｡1週間風乾 した後,S02を触媒 とし

て120℃で24時間反応させ,最後に未反応物を流

水中で溶脱させた｡耐朽性は褐色腐朽菌のオオウ

ズラタケと白色腐朽菌カワラタケによって,また,

耐蟻性はイエシロアリとヤマ トシロアリを用いて

評価 した｡

スギ辺材をグルタールアルデヒドで処理 した場

令, 3種の架橋剤のなかでは一番高い抵抗性 を,

試験に用いた腐朽菌やシロアリ種に対 して付与す

ることができ, 5%の溶液の注入処理で両方の腐

朽菌による劣化作用をほとんど抑制 し,また,両

種のシロアリを完全に死亡させることができた｡

DMDHEU もまた同様に,スギ辺材の生物劣化抵
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抗性を向上 させることに有効であった｡これらの

架橋剤による耐朽 ･耐蟻性の向上効果はブナの場

合にも認め られたが,その程度はスギに比較 して

やや低いものであった｡劣化抵抗性の発現に対す

る架橋剤の種類や処理対象の樹種による違いは,

処理によって達成できる寸法安定性 とも関連 して

いた｡グリオキサールによる処理は,生物劣化抵

抗性 と寸法安定性に対 して両樹種 とも低い効果 し

か与えることができなかった｡

K.TsuNODAandS.KAWAI:BiologlCalResistance

ofPhenolicResin-Treated Compressed Lemi-

nated VeneerLumber,(In)Protectionofwood-

basedcompositeproducts(A.F.Prestoned.),pp.

18-22(1993)

角田邦夫,川井秀一 :フェノール樹脂処理圧縮

LVLの生物劣化抵抗性

水溶性の低分子フェノール樹脂を用いて含浸処

理 したスギロータリー単版 (厚 さ3mm) 6枚を圧

縮 ･接着 し,厚 さ6-18mmの LVL (樹脂含浸によ

る重量増加率 :辺材-40%,心材-13%)を調製

後,室内での生物劣化抵抗性試験 と野外試験に供

した｡

辺材 LVLは,フェノール樹脂処理によって耐朽

･耐蟻性が向上することが室内試験で証左 された｡

とくに,耐蟻性 は圧縮度が大 きくなれば増加の傾

向を呈 した｡心材 LVLは,無処理であっても生物

劣化抵抗性は高 く,フェノール樹脂処理や圧縮度

の影響の比較はできなかった｡

野外試験では,イエシロアリに対する抵抗性が

十分でない結果が得 られ,耐蟻性の増強を図る必

要性が示唆された｡

角田邦夫 :第24回 IRG年次大会に出席 して,木材

保存,19,166-170(1993)

第24回 IRG (国際木材保存学会)年次大会の概

要を,基調講演内容を中心に説明した｡

K. TsUNODA. W. OHMURA and T. YosHIMURA:

MethaneEmissionbyTermite,Coptotermesfor-

mosanusShiraki(lsoptera:Rhinotermitidae日日)

PresenceofMethanogenicBacteriaandEffect

ofFoodonMethaneEmissionRates,Jpn.J･En-

viron.Entomol.Zool.,5(4),166-174(1993)

角田邦夫,大村和香子,吉村 剛 :イエシロアリ

によるメタン生成 (第 2朝)メタン生成バクテリ

アの存在 とメタン生成におよぽす餌料の影響

イエシロアリ後腸内に共生する3種の原生動物

のなかで,SpirotrichonymphaleidyiKoIDZUMlにの

みメタン生成細菌が共生 していることが蛍光顕微

鏡下で観察され,共生原生動物が後腸内生態系に

おいて各々異なった役割を果た していることが示

唆された｡人工飼育中のコロニーから採取 したイ

エシロアリ職蟻に5種のセルロース系物質を食物

として与え,28± 2℃下で12週間にわたって培養

し, 1週間ごとにメタン生成速度をガスクロマ ト

グラフで測定 した結果,(1)アカマツ木片や Avicel

など栄養源 としての利用度の高い食物を与えた場

合には,培養開始後 5週間はメタン生成速度が低

下 してい くが,その後回復の傾向を示 した｡ しか

し,メタン生成速度はイエシロアリ職蟻 1個体,

1時間当 り0.3mmolを越えることはなかった,(2)

コロニーから分離 した状態での長期間の人工飼育

によって,メタン生成量は大 きく左右された,(3)

培養容器内に土壌を添加 してもメタン生成速度は

影響されなかった｡

K.TsuNODA:EffectofGaseousTreatmentwith

Allyllsocyanate on the ControlofMicrobial

GrowthonaWoodSubstrate,I.Antibact.Anti-

fung.Agents,22(3),1451148(1994)

角田邦夫 :木材に成育する微生物に対するイソチ

オシアン酸アリルによる気相処理の効果

5種の微生物の単一胞子懸濁液をふ りかけたブ

ナ辺材試験体 を底部に置いたペ トリ皿を準備 し,

その中にコーン油で調製 したイソチオシアン酸ア

リル (AIT)溶液を吸収 させたろ紙 を入れ,封を

した状況下での微生物の成育を観察 した｡ペ トリ

皿を発生 した AIT蒸気に対する耐性は菌種によっ

て異なり,毒性限界値 を気中濃度にして算出する

と,Rhizopusjavanicusでは118ppm以上,Peni-

cilliumPLnicutosumでは59-118ppm,Gliocladium

virensで は30-59ppm,Aspergillusnlgerで は7.5-

15ppm,Aureobasidiumpululansでは3.8ppm以下
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であった｡

K.TsUNODA,H.KUMAGAIandM.SAKURAI:Evalua-

tionofa New Anti-Sapstain Formulation,The

tnt.Res.GrouponWoodPreserv.DocumentNo.

IRG/WP94-3005(1994)

角田邦夫,熊谷元,桜井誠 :新規防かび剤の性能

評価

2種の防かび有効成分 (IPBC 2%+イソチア

リゾリン系化合物1.5%)を含有する新規木材用防

かび剤を3通りの室内試験で評価 した｡いずれの

試験でもトリクロロフェノール系防かび剤と同等

以上の性能であった｡また,野外試験でも製材直

後の微生物の成育阻害に効果を示す効果が得られ

た｡

M.HASEGAWA,K.TsuNODAandT.YosHIMURA:Biolol

glCalResistanceofElectrolesslyPlatedWood

(l)preliminaryReport,TheInt.Res.Groupon

WoodPreserv.DecumentNo.IRG/WP94-40024

(1994)

長谷川益夫,角田邦夫,吉村剛 :無電解メッキ木

材の生物劣化抵抗性 (第 1報)予備実験結果

針葉樹,広葉樹各 3種をニッケルあるいは銅に

よって無電解メッキした後,室内試験に供 し,耐

朽性と耐蟻性を検討 した｡仝試料は,カワラタケ

による12週間の強制腐朽試験で高い抵抗性を示 し

たが,オオウズラタケに抵抗性を示したものは皆

無であった｡

耐蟻性は金属種に関係なく高く,とくにニッケ

ル処理では2週間以内に100%の死亡率に達した｡

T.YosHIMURA,J.AzUMA,K.TsUNODAandM.TAKA-

HASHl:CeHuJose Metabolism ofthe Symbiotic

ProtozoainTermite,Coptotermesformosonus

Shiraki(lsoptera:Rhinotermitidae)lH.Utilization

ofnon-naturalceHuloses,MokuzaiGakkaishi,

39,1322-1326(1993)

吉村剛,東順一,角田邦夫,高橋旨象 :イエシロ

アリ共生原生動物のセルロース代謝 (第 3報)非

天然セルロースの利用性

イエシロアリ職蟻に非天然セルロースであるセ

鍾

ルロースⅠⅠおよびアモルファスセルロースを強制

的に摂食させたところ,その生存率,体重の変化

および分化した兵蟻数から,イエシロアリ職蟻は

天然セルロース (セルロースⅠ)と同様にこれら

の基質を利用する事が明らかになった｡さらに職

蟻に共生 している3種類の原生動物の消長から,

3種類すべてがこれら非天然セルロースの分解に

関与していると考えられた｡

吉村剛 :木材食害性昆虫における消化共生,木材

研究 ･資料,No.29,39-53(1993)

木材食害性昆虫が木材を栄養分として利用する

ために発達させてきたユニークなシステム,特に

シロアリと微生物との消化共生系について,最近

の研究成果を交えて概説した｡

T.YosHIMURA,K.TsUNODA and M.TAKAHASHl:

EffectsofStarvationontheProtozoanFaunain

the HindgutofCoptotermesformosanusShi-

raki(Lsoptera :Rhinotermitidae),Jpn.J.En-

viron.Entomol.Zool.,6,31135(1994)

吉村剛,角田邦夫,高橋旨象 :イエシロアリ後腸

原生動物相に対する飢餓処理の影響

イエシロアリ職蟻を飢餓状態に置いた場合の後

腸原生動物の変化を,木材の分解における3種原

生動物それぞれの役割という観点から検討した｡

最大型種であるPseudotrichonymphagrassiiKoid-

zumiは,飢餓状態の影響を最も早く受け,3日後

には観察されな くなった｡中型種であるHol0-

mastigotoideshartmanniKoidzumiは3日後から減

少し始め, 5日後には10分の 1以下の存在数とな

ったが,完全に観察されなくなるまでには3週間

有 した｡最小型種であるSpirotrichorymphaLeidyi

Koidzumiに対する飢餓処理の影響は最も遅 く発現

し,5日後でも処理前の3分の1以上の存在数を

示したが,H.hartmanniと同様 3週間後には全 く

認められなくな云た｡これらの結果から,3種原

生動物が木材の分解との関連においてそれぞれ異

なった栄養生理を持っていることが示唆された｡

T.YosHIMURA,K.TsuNODA and M.TAKAHASHI:A

NovelDefaunationMethodofthe Protozoato
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Investigate Ce‖ulose Metabolism in Cop-

totermes formosonus Shiraki (Jsoptera :

Rhinotermitidae),Thelnt.Res.GrouponWood

Preserv" Decument No.IRG / WP/ 94110050

(1994)

吉村剛,角田邦夫,高橋旨象 :新規原生動物除去

法のイエシロアリへの応用

イエシロアリ職蟻後腸に共生 している最大型原

生動物であるPseudotrichonymphagrassiiKoidzu-

miの選択的除去を,低分子量セルロース (DP-

17)を強制的に摂食させることにより行った｡ 1

週間の強制摂食によって,P.grassiiは完全に消失

したが,その後の職蟻の生存率および体重変化か

ら,職蟻自身の健康状態への影響は殆どないと考

えられた｡また,健全な職蟻 をp.grassiiを除去

した個体- と混入することにより,その原生動物

相は急速に回復 した｡P.grassii除去個体に種々の

セルロース基質を強制的に摂食させ,残 り2種原

生動物の変化を観察 した結果,これら2種は高分

子量セルロースを利用できないことが明らかにな

った｡これらの結果から, 3種 イエシロアリ共生

原生動物がセルロース代謝においてそれぞれ固有

の役割を有 していることが示唆された｡

Y.SoRNNUWAT,C VoNGKALUANG,T.YosHIMURA,K.

TsuNODAandM.TAKAHASHl:LaboratoryEvaluatjon

ofSix Commercia一Termiticides agaJnStSub-

terraneanTermite,.CoptotermesgestroiWas-

mann,TheInt･Res.GrouponWoodPreserv.,

DocumentNo.IRG/WP/94-30034(1994)

Y.SoRNNUWAT,C.VoNGKALUANG,吉村剛,角田邦夫,

高橋 旨象 :地下 シロア リ Coptotermesgestro/I

Wasmannに対する6種市販殺蟻剤の実験室的評

価

アルファサイバーメスリン,サイバーメスリン,

パーメスリン,ビフェントリン,クロルピリホス

およびクロルデンの 6種化合物の市販乳剤を用い

て,ゴムノキ小試片に浸漬あるいは塗布処理を行

い,CoptotermesgestroiWasmann室内飼育コロニ

ーに4ケ月暴露することによって,その防蟻性に

ついて評価 を行った｡その結果,4種 ピレスロイ

ド系化合物およびクロルピリホスは,クロルデン

1%処理と比較 して,より低濃度処理において同

等の効力を有 してお り,今後の野外試験の必要性

が認められた｡また,2種の処理方法間には明確

な効力の差はなかった｡

T.YosHIMURA,K.TsuNODAandM.TAKAHASHl:Ceト

IufoseMetabolism oftheSymbioticProtozoain

Termite. Coptotermes formosonus Shiraki

(lsoptera : Rhinotermitjdae) IV. Seasonal

changesoftheprotozoanfaunaanditsrelation

towood-attacking activity,MokuzaiGakkaishi,

40,853-859(1994)

吉村剛,角田邦夫,高橋旨象 :イ工シロアリ共生

原生動物のセルロース代謝 (第 4報)原生動物相

の季節的変化と木材摂食活性との関係

室内飼育 3コロニー,野外 3コロニー,計 6コ

ロニーのイエシロアリを用い,後腸原生動物相の

季節的変化 を木材摂食活性の変化 と共に検討 した｡

職蟻 1頭当たりの総原生動物数は,室内飼育コロ

ニ ーで5,130-12,880,野外 コロニ ーで3,750-

11,140であった｡ 3種原生動物の存在数における

順序,およびそれらの示す特徴的な後腸内分布様

式は,どの観察においても共通 していた｡最大型

種 PseudotrichonymphagrassiiKoidzumiは後腸前

部に偏って存在 し,その存在数は 3種の中で最 も

少なかった (480～2,160/職蟻)｡ 中型種 Hol0-

mastigotoideshartmanniKoidzumi は,その存在数

において中間的な値を示 し (740-4,180/職蟻),

後腸全体に比較的均一に分布 していた｡最小型種

SpirotrichonymphaleidyiKoidzumiは最 も多 く存

在 し (2,240-10,880/職蟻),後腸後部に偏在 し

ていた｡

原生動物相の季節的変化については,野外コロ

ニーにおけるH.hartmanniの存在数のみが一定

の傾向を示 し,冬期に最も少な く,晩夏から秋に

かけて最 も多かった｡野外コロニーの場合,その

木材摂食活性は冬期に最 も低 く,その後秋に最大

になるまで徐々に増加 したが,これは室内飼育コ

ロニーのものとは逆の傾向であった｡全ての観察

結果を用いて検討 した結果,H.hartmanniの存在

数と木材摂食活性との間に正の相関関係が認めら

れ,本種がイエシロアリの木材消化において重要
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な役割を果たしている可能性が推察された｡

湊 和也,スレイマ ン ･ユスフ :ホルマール化処

理木材,木材保存,20(1),2-9 (1994)

この総説では,まず最初にホルマール化の反応

機構及び研究の歴史的な背景 を概説 したあ と,

1)寸法安定化効果, 2)耐朽性,耐蟻性, 3)

音響特性, 4)強度性質の項 目に分けて,ホルマ

ール化によって得 られる諸物性をまとめている｡

D.A.EusEBIO,S.KAWAl,Y.IMAMURA,andH.SASAKI,

:IsocyanateJnorganicBondedCompositesH.

Shorteningthepresslngtimeofcementbonded

particleboard,MokuzaiGakkaishi,39(ll),1267-

1275(1993).

ドゥワイトA.エユセビオ,川井秀一,今村祐嗣,

佐々木光 .'イソシアネー ト･無機物混合複合材料

(第2報)木片セメン ト板 (CBP)のプレス時間

の短縮

木片セメント板 (CBP)のプレス時間を短縮 し,

合わせて材質の改善をはかるために-連の実験 を

行った｡このために,普通ポル トランドセメント

に加えて,イソシアネー ト樹脂接着剤 (IC)を結

合剤 として添加 した｡ICを添加 したセメン ト板

(IC-CBP)および無添加のセメント板 を各種の冷

庄および熟庄時間のもとで製造 し,材質を検討 し

た｡

ボー ドを成形 し得る必要最小時間は,IC無添加

の場合,冷庄および熱庄 (60℃)時でそれぞれ18

時間および2時間である｡これに対 して,ICを添

加 した場合にはプレス時間はそれぞれ 3時間およ

び 1時間に短縮 され,材質も改善される｡IC-CBP

の曲げ性能は,冷庄および熱圧のいずれの場合 も

高 くなった｡IC-CBPのはく離強度は,同じプレス

条件の CBPよりも大きく,とくに短時間の熱圧の

場合には大 きな改善が認められた｡寸法安定性 も

また ICの添加によって改善された｡走査型電子

顕微鏡によれば,セメントの水和反応の進行が IC

の添加によって妨げられず,むしろ結合力を強め

る構造を形成 していることが示唆された｡

録

岡本広志,佐野誠二,川井秀一,岡本忠,佐々木

光 :高温高圧水蒸気を用いた高寸法安定性 MDF

の製造,木材学会誌,40(5),380-389(1994)

蒸気噴射 プレスを MDFの熱庄成型に適用 し,

高圧水蒸気処理による高耐水性 MDFの製造技術

の確立を目指 した｡高圧水蒸気がボー ドの材質に

与える影響を力学的性質,寸法安定性の両面から

検討 した｡また,蒸気処理の影響 を木材成分の変

化から検討 した｡その結果, 1)寸法安定性は処

理時間が長 く,処理圧力が高いほど向上 した｡

2)力学的性能は処理時間が長 く,処理圧力が高

いほど低下 した｡ 3)ヘ ミセルロースとα-セルロ

ース量は高圧 ･長時間蒸気処理により減少する傾

向があるのに対 し,リグニン成分量にはほとんど

変化が認められない｡これらの結果から,蒸気噴

射 プレスの最適処理条件 を判定す ると,蒸気圧

llkgf/cm2では処理時間が60秒-90秒,蒸気圧 6

kgf/cm2では90秒～180秒 と考えられる｡これらの

処理条件 より寸法安定性に極めて優れた MDFを

製造できることが明らかとなった｡

中田欣作,杉本英明,海元一,川井秀一 :スギ材

ロータリー単板 を原料 としたゼファーマッ トの性

能 (1),各種のゼファーマッ トの柔軟性 と遮光

悼,木材工業,49(6),258-263,1994

スギ材ロータリー単板をⅤ溝ローラーで圧延 し

て得 られたゼファー (圧延網状材料)を利用 して

防草および緑化マ ットを作製 し,柔軟性 と遮光性

の付与について検討 した｡防草マ ットとして,ホ

ットメル ト接着剤によりテーピングを施 したゼフ

ァーマ ットおよび寒冷紗を接着 したゼファーマ ッ

トを,緑化マ ットとして,牧草種子付 きの紙 を接

着 したゼファーマ ットを作製した｡

S.KAWAI,;H.SASAKI,:LowIDensity Particle-

board,CurrentJapanese MaterialsResearch.

Vol.ll,CurrentResearchonWood andWood-

BasedMaterials,1993,p.33142,EIsevierApplied

Science,London.

川井秀一,佐々木光 :低比重パーティクルボー ド

イソシアネー ト樹脂接着剤 を用いた低比重パー

ティクルボー ドの製造技術 と材質について概説 し
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た｡材料の圧縮比が低比重化の限界ならびに寸法

安定性に及ぼす影響について明らかにしたほか,

破壊力学的な考察から導かれた形状 ファクターと

力学的性質の関係を論 じた｡

また,原料比重,圧縮比,接着剤の添加率や組

成などの製造因子 と材質の関係を明らかにし,統

計的な手法によって,これら因子の材質への影響

を重み付けした｡

H.SASAKI,;S.KAWAI;B.SUBIYANTO;T.HATA,;

Steam-InJeCtjon Presslng Technology,Current

Japanese MaterialsResearch,Vol.ll,Current

Research on Wood and Wood-Based Materials,

1993,p.43-54,EIsevierAppliedScience,London.

佐々木光,川井秀一,バンバ ンスビヤント,畑俊

充 :蒸気噴射プレス法

蒸気噴射プレスを応用 した木質ボー ドの製造技

術 を確立するために,高圧下での接着剤の硬化挙

動やマ ット内の温度上昇の経過,熱庄時間の短縮

について検討 した｡

ユ リア樹脂あるいはユ リア ･メラミン樹脂を接

着剤に用いる場合,蒸気圧力や噴射時間に注意を

要する｡すなわち,あまりに高圧条件では加水分

解 を生 じやす く,結果としてはく離強度が低下す

る｡

ボー ドの厚 さが20mmあるいは40mm にかかわ

らず,マ ット内部の温度は噴射後直ちに100℃以

上に上昇する｡これに対 して,熱盤プレスでは上

述のボー ドの厚さに対 して,それぞれ 4分および

11分を要する｡コンピューターシミュレーション

の結果によると,100mmの厚さのボー ドに対 して

内部が100℃に到達するのに必要な噴射時間はわ

ずか数秒である｡

厚 さ20mmのイソシアネー ト樹脂結合パーティ

クルボー ドの蒸気噴射プレスによる熱庄時間は一

分前後であ り,熱盤プレスの場合の 1/ 5に短縮

された｡熱庄時間短縮効果は厚いボー ドの場合に

はさらに大 きい｡

新たに設計 ･試作 された蒸気噴射式断続プレス

を用いて,厚 さ100mmの低比重パーティクルボー

ドを90秒の熱庄時間で製造 し得ることを実証 した｡

H.SASAKI,;Q.WANG;S.KAWAI;R.ABDULKADER

:Laminated VeneerLumberand Composite

BeamsProducedwithThinnlngSfrom TropICal

Hardwood P一antation, CurrentJapanese Mate-

rialsResearch,Vol.ll,CurrentResearchonWood

andWood-BasedMaterials,1993,p.55-67,EIsevier

AppliedScience,London.

佐々木光,王潜,川井秀一,アブ ドール ･カデー

ル :熱帯産広葉樹植林小径木 を用いた単板積層材

およびその複合梁

マレーシアサバ州産の広葉樹植林木 4樹種につ

いて,単板積層材 (LVL) を製造 し,その材質を

明らかにした｡さらに,LVLをフランジとし,低

比重パーテ ィクルボー ドをウェブにした複合梁を

製造 して,力学的性質を求めた｡

LVLの曲げヤング率 (MOE)の標準偏差は同樹

種の製材のそれの 1/√㌃(ここで,nはプライ

数)になる｡一方,LVLの曲げ強度 (MOR)は製

材のそれとほぼ同程度であ り,標準偏差の減少効

果はMOEで得られた値より小さい｡

複合梁の MOEおよび MORは LVLの値 より低

いが,低比重パーティクルボー ドに比べるとはる

かに大きく,その偏差はLVLよりも小さい｡ した

がって,複合梁は構造用梁 として有用である｡短

スパ ン曲げによるせん断破壊はフランジとウェブ

の境界に存在する接着層に生 じた｡このような曲

げ破壊あるいはせん断破壊等の破壊形態を予測す

るために導いた条件式が有用であることを明らか

にした｡ ′

川井秀一 :中国竹材合板工場見学記,木材工業,

49 (2),90-92 (1994)

中国における竹材合板の製造工程を概説 し,竹

材合板の性質とその利用 として トラックの荷台に

加工する工程を紹介した｡

H.SASAKl, ;S.KAWAl:RecentDeve一opmentof

JapaneseResearchonCompositeWood,Wood

ScienceandTechnology,28,241-248,1994.

木質材料に関する最近の日本の研究を概説 し,

材料開発の今後の方向を示唆 した｡木質材料の力

学的性質に関する変動係数は構成要素の厚 さの減
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少と共に減少する傾向が認められる｡この知見を

スギ小径植林木による中空円筒単板積層材 (LVL)

に応用 した｡木質ボー ドの市場は,将来,厚物低

比重のタイプと繊維の配向した薄物タイプとに分

化 していくと予測される｡

厚物ボー ドに対応するため,蒸気噴射プレス法

の基礎的,応用的な研究がなされ,さらに蒸気噴

射連続プレスが開発された｡一方,薄物ボードに

対応するために,静電場を応用 したパーティクル

/フイバーの配向技術が研究されている｡すなわ

ち,高圧静電場におけるトルクの発生機構を解明

し,電極をベル トコンベアーの下に配置 した新 し

い配向フォーミングシステムを開発した｡

LVLやパーティクルボードの寸法安定性の改善

に,低分子量の樹脂含浸が検討されている｡同じ

目的で,ファイバーやパーティクルのアセチル化

やフォルマール化が試みられている｡木質材料の

熱庄工程での高圧水蒸気処理が検討され,材料の

寸法安定性付与に極めて効果的であることが明ら

かにされた｡将来の応用が期待される｡

佐々木 光 :今後の国産材利用に必要な機械 ･シ

ステム : ｢大阪木工機械協同組合30年の歩み｣,

ベン･アート,70-74(1993)

大阪木工機械協同組合30周年を記念 して編集さ

れた記念出版物に特別寄稿を依頼されたもので,

今後の国産材利用に必要な機械 ･システムについ

て,小径木のベニヤレース,連続プレス,蒸気噴

射プレス,パーティクルの配向装置,木質セメン

トボードの速硬化成型方法などについて論じた啓

蒙のための総説である｡
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